
令和８年度 沖縄県病害虫防除技術センターの 

航空貨物及び地上配送貨物輸送業務の仕様書  

 

１ 目的  

  この仕様書は、沖縄県病害虫防除技術センター（以下「防除センター」という。） 

の航空貨物及び地上配送貨物輸送業務の単価契約書の規定に基づき、航空貨物及び地上 

配送貨物の輸送における業務の範囲、作業内容を定めるものである。  

 

２ 作業の範囲及び作業内容  

 (1) 貨物の種類（以下「物品」という。）  

ア ウリミバエ蛹、セグロウリミバエ蛹、イモゾウムシ成虫、アリモドキゾウムシ 

 成虫…保冷・小口扱い  

イ アの輸送空容器  

ウ 採取植物、果実、調査標本（サンプル）  

エ 資料等  

オ その他  

 ※ アのみ保冷・小口扱いとし、他は混載扱いとする。ただし、あらかじめ小口扱い

の指示がある場合はそれに従う。  

 

 (2) 作業内容、条件  

ア 防除センターの依頼する物品を防除センターの指定する関係機関等へ配送す

る。  

イ 防除センターから物品の運送依頼があった時は、直ちに集配員を予定の時刻に

到着するように万全を図るとともに、送付先へは予定期限内に配達する。ただし、

やむを得ない理由で遅延するおそれがある時はその旨を迅速に防除センターに報

告する。  

ウ ウリミバエ蛹、セグロウリミバエ蛹、イモゾウムシ成虫、アリモドキゾウムシ

成虫は、１５℃程度に保冷して配送する（保冷剤は病害虫センターで入れてお

く。)。  

エ ウリミバエ蛹配送容器（６５ .５×４５ .５×３４ .０㎝）等を一度に１７箱程度

配送する事ができ、かつ、１５℃程度に保冷出来る専用車（保冷車等）を運送に

用いる（１箱は３５㎏程度）。  

オ ウリミバエ蛹、セグロウリミバエ蛹、イモゾウムシ成虫、アリモドキゾウムシ

成虫に関しては小口扱いとし、輸送が滞ることがないように最優先で配送する。

また、久米島、津堅島及び与那国島からのサンプルについても早急に配送する。  

 

 (3) 配送経路  

ア 宮古島  

（行）防除センター→那覇空港→宮古空港→宮古不妊虫放飼センター等  

（帰）宮古不妊虫放飼センター等→宮古空港→那覇空港→防除センター  

 ※宮古不妊虫放飼センター（宮古島市城辺字下里添１３７７）  

イ 石垣島  

（行）防除センター→那覇空港→石垣空港→八重山不妊虫放飼センター等  

（帰）八重山不妊虫放飼センター等→石垣空港→那覇空港→防除センター  

 ※八重山不妊虫放飼センター（平得大俣１２７３－７３）  



ウ 久米島  

（行）防除センター→那覇空港→久米島空港（空港止）  

（帰）久米島空港（空港持込）→那覇空港→防除センター  

エ 与那国島  

（行）防除センター→那覇空港→与那国空港（空港止）  

（帰）与那国空港（空港持込）→那覇空港→防除センター  

（帰）与那国空港（空港持込）→石垣空港→八重山放飼センター  

オ 津堅島（往復で１件）        

  （行）防除センター→平敷屋港  

（帰）平敷屋港→防除センター  

カ その他（指定する宛先まで）  

  

 (4) 配送日程  

 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日  金曜日  

10:00 

 

 

 

ウリミバエ蛹  

（石垣島・宮古

島）  

ウリミバエ蛹  

（石垣島・宮古

島）  

  

 

12:00 

 

 

 

【不定期】  

ｱﾘﾓﾄﾞｷｿﾞｳﾑ

ｼ成虫（久米

島）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｱﾘﾓﾄﾞｷｿﾞｳﾑｼ成

虫（津堅島）  

【不定期】  

イモゾウムシ成虫  

（津堅島）  

14:00   セグロウリミバ

エ蛹（久米島）  

  

16:00 

 

 

 

ウリミバエ蛹  

（与那国島）  

 

 

 

 

 

 

※運送計画も参照のこと  

ア 石垣島、宮古島については、10：00 に防除センターに集荷できるよう集配員を

配置し迅速に配送する。  

 送付先には、14：30 頃までには届け先に着くように配送する。  

イ 火曜日は、10：00 集荷（ウリミバエ蛹の石垣島・宮古島向け）と 16：00 集荷

（ウリミバエ蛹の与那国島向け）できるように集配員を配置する。与那国島向け

については 16：00 集荷後、翌日の与那国直行便に積載する。なおその場合におい

ても常に 15℃程度で保管する。  

ウ 水曜日は、10：00 集荷（ウリミバエ蛹の石垣島・宮古島向け）と 14：00 集荷

（セグロウリミバエ蛹の久米島向け）できるように集配員を配置する。久米島向

けについては 14：00 集荷後、当日の久米島直行便に積載する。なおその場合にお

いても常に 15℃程度で保管する。  

エ 津堅島への輸送については、12：00 に集荷し、当日の平敷屋発 14：00 の船に

間に合うように配送すること。また平敷屋港で津堅島からの荷物を防除センター

まで配送する。  

オ 久米島へのアリモドキゾウムシの輸送については、12 時までに防除センターに

集荷できるよう集配員を配置し迅速に配送する。そして、当日中に届け先に配送

する。なお、久米島への輸送は臨時的に実施しており、令和８年度は４月時点で



は輸送予定は無い。  

カ 防除計画の変更、ウリミバエ・イモゾウムシの生産状況、自然災害等により上

記配送日程が変更した場合は、防除センターからの事前連絡に基づき集配員を配

置し配送する。  

キ その他、防除センターから運送依頼があった時直ちに集配員を配置し配送する。 

 

３ 運送計画 

  別紙参照  


